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二
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時

寧

闘
.
頸

食

糧

増

産

ト

開

墾

,
.

戸
.

田

海
.

市

・

一

団
民

の
生
活
程
度

の
向
上
ご
人
口
増
加
ご
に
因
り
食
糧

に
封
ず

る
需
用
か
増
加
し
て
其
憤
格
か
騰
貴
す
れ
は
、

一
農
業
に
封
ず
る
資
本
勢
働

の
批
下
を
増
加
し
て
生
産
高
の
増
加
か
行

は
れ
る
の
て
あ

る
が
、
.其
増
産
に
付
て
は
既

.

耕
地

の
利
用
を
集
約
に
す

る
の
方
法
か
行
は
れ
る
ご
同
時
に
、
未
耕
地

の
開
墾
耕
作

の
方
法
も
行
は
れ
る
、
理
論

上
院
耕
地

に
投
下
せ
ら
れ
た
る
最
後
の

…
定
量
の
生
産
費

に
由
て
得

る
所

ε
、
新
穴
に
未
耕
地

の
開
耕
に
投
下
せ

一
ら
れ
忙
る
同
量

の
生
産
費

に
出
て
得

る
所

ご
か
常
に
同

「
の
大
さ
ε
な
る
か
如
く
に
、

一
国
の
資
本
掛
倒
か
内
廷

…
的
ご
外
延
的

ご
に
分
配
投
下
せ
ら
る
」
筈
て
あ
る
。
併
し
慶
大
の
未
開
國
の
開
拓
時
代
に
は
移
住
開
拓
者
か
頗

ふ

　
る
粗
大
な
胃
険
的
氣
風
を
有
し
、
其
結
果

と
し
て
土
地
利
用
か
過
度
に
外
延
的
ε
な

る
の
傾
向
あ
る
か
如
く
、
人

　
・
馨

な
書

開
園
に
於
て
は
反
邊

土
地
利
用
か
饗

に
内
廷
的
即
ち
集
約
曽

な
る
の
傾
向
か
現
は
れ
る
・

…

合

稠
覆

る
我
国
の
田
畑
は
大
百
爵

歩
以
内
に
止
ま
っ
て
開
墾
適
地
か
多
大
擾

存
し
、.蓄

積
続

耕

一
地

の
三
分
の

一
に
も
達
す
る
大

さ
で
あ
り
、
特

に
古
く
よ
軌
開
け
左
る
西
南
地
方
か
過
度

の
集
約

域
な
れ
る
に
反

し
、
東
北
地
方
に
は
多
大

の
未
耕
地
か
残

っ
て
居

る
か
、
是
に
は
種
々
の
原
因
か
あ

っ
て
、
必
し
も
国
民

一
般
就



τ

投
下
す
る
こ
譲

困
難
・
あ
・
・
そ

・
馨

・
森

碧

所
有
権
か
他
人
に
腎

叉
蕎

位
も
既
耕
警

中
農
民

か
保
守
的
こ
な
っ
て
外
延
的
叉
は
膨
脹
的
気

風
を
敏
く
か
矯
め
の
み
て
は
な
い
。
先

つ
全
国

一
般
に
亘

っ

て
既
耕
地

と
未
耕
地

こ
の
關
係
を
見

る
に
、
第

一
我
国
民

の
圭
食
物
は
鼠
ふ
る
輩
純

て
あ

っ
て
、
生
活
程
度

の
高

ま
る
に
從

ひ
盆
米
食

の

一
方

に
偏

し
、
從

っ
て
田
地

の
耕
作
の
如
く
畑
地

の
耕
作
は
有
利
て
な
い
、
之
か
短
め
從

.

來
灌
漑

の
便
を
有
す
る
土
地

は
田
地
ご
し
て
盛
ん
に
利
用
せ
ら
る
ン
に
反
し
、
灌
漑

の
便
な
き
土
地
は
未
耕
地

ε

…
し
て
多
大
に
残
存
し
て
居

る
。
國
民
か
米
食

に
偏
傾
せ
る
薦
め
此
等
の
禾
耕
地
は
既
耕
地
に
比
し
て
著
し
く
生
産

.

力
か
劣

り
、
耕
界
以
下

の
土
地

と
な
っ
て
居

る
の
て
あ
る
。
故
に
今
後
国
民

の
圭
食
物
か
変
食
及
肉
食

の
方
に
も

㎜
大
に
進
歩

し
な
れ
は
、
未
耕
地
を
開
墾
す
る
こ
と
は
頗

ふ
る
困
難

て
あ

る
。
第
二
に
各
農
家
か
既
耕
地

を
集
約

に

.

利
用
す
る
こ
ε
は
容
易
て
あ
る
。
例

へ
は

一
家

の
勢
働
に
三
五
日
分
の
過
剰
を
生
し
天
底
其
資
本

に
五
圓
十
圓

の

餓
裕
を
生
す
れ
は
現
に
耕
作
し
つ
、
あ
る
土
地
に
之
を
投
下
す
る
こ
ご
は
容
易
て
あ
る
が
、
之
を
未
耕
地

の
利
用

一
隔
離
し
て
往
復

の
爲

め
徒

ら
に
損
失
を
蒙
む
る
。
又
幸
に
此
等

の
障
碍

の
存
ぜ
さ
る
場
合
に
於
て
も
、
経
済
的

に

.

開
墾
を
行
は
れ
ん
ご
す
れ
は
僅
か
に
五
坪
十
坪

の
小
地
積

の
開
墾
は
不
適
當
て
あ
り
、

一
反
歩
内
外
を
開
墾
し
て
.

一.

合
理
的

に
作
業
す
る
こ
ε
を
利
益
と
す
る
、
從

っ
て
微
小
な
る
資
本
勢
働

の
籐
裕
を
生
す
る
も
之
を
朋
墾

の
爲
め

.

に
利
用
す
る
こ
ご
は
困
難

て
あ
る
が
、
貧
困
な
る

一
般
農
民
の
飴
裕
を
生
す
る
は
微

小
の
額
に
止
ま
る
。
又
既
耕

…
地
の
利
用
を
集
約
に
す
る
場
合
に
は
其
年
内

に
於
て
直
ち
に
牧
穫

の
増
加
を
生
す
る
こ
8
を
常

ε
す
る
。
然
る
に

一
合
日
内
地
に
残
存
せ
る
未
耕
地
は
北
海
道
に
於
て
往
々
見

る
如
く
非
常

に
肥
沃

の
も

の
て
な
く
、
從
っ
て
開
墾
後

一
散
年
間
は
投
下
資
本
に
謝
し
て
充
分
の
牧
入
か
得
ら
れ
な
い
。
是
れ
亦
資
本

の
乏
し
き

「
般
農
民

の
開
墾
を
行
ひ

時
事
問
題

食
料
貴
産
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墾
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時
事
問
題

食
欝

産
・、開
墾

第
八
巻

(第
五
號

δ

四
)

充

○

…
難
き
所
以
て
あ
る
、
第
三
に
既
耕
地
を
集
約
に
利
用
す
る
.の
方
法
を
探
る
場
合
に
は
、
農
産
物

分
贋
格
下
落

の
梵

妻

本
勢
働
を
ぞ

農
藩

投
下
玄

こ
蕃

不
利
享

れ
は
、
農
家
は
其
資
本
鶴

の
諏

を
他
に
.欝

レ
例

へ
は
勢
働
の
鹸
裕
を
副
業
に
轄
し
、
資
本

の
飴
裕
を
預
金
ご
す
る
が
如
き
方
法
を
探

る
.の
臨
地
を
有
す

る
。
.然
る

,

来

来
粗
壁

利
用
せ
説

つ
・
あ
・
劣
鍔

新
開
地
に
於
て
は
、
.荷
-
も
其
耕
作
を
停
止
せ
ざ
・
限

り
.は
農
産

物
下
落
の
年
に
も
多
生

産
費
を
縮
小
す
る
こ
系

困
難
で
あ
る
。
而
し
て
我
国
の
農
産
物
の
償
穏

非
常
な
る

動
揺
を
霧

し
三

選

肇

を
議

な
ら
し
め
る
の
で
あ
桑

、
砦

険
は
特
に
生
産
力
の
劣
等
な
身

開
地

に
、於
て
重
大
で
あ
る
。

一
次
に
西
南
地
方
に
比
し
て
東

北
地
方

に
未
開
地

の
割
合

の
甚
だ
人
な
る
は
、
此
地
方
が
経
済
上
及
肚
會
上
に
著

τ
き
不
利
暑

下
る
爲
め
で
あ
る
。
先
づ
其
経
済
上
の
不
利
に
.付
て
暑

に
、
我
国
の
農
業
は
前
述
の
加
薬

作

奎

、と
す
る
故
、
米
作
柴

利
・
・
地
方
農

業
圭

磐

不
利
・
地
方
で
あ
る
・
東
北
地
方
紐

の
勢

窪

　し
て
水
利
・
不
便
大
・
為

麓

米
作
栄

利
芳

芸

ふ
・
得
・
ゑ

…

蓋

候
の
藩

な
る
蓼

に
米

一
一
作
に
不
利
・
・
.る
.
東
北

・
於
・
も
晩
磐

作
れ
ば
相
當

の
縫

が
蔭

で
…

が
、・
数
年
空

、回
氣
候
早
冷

め

矯
め
美

凶
作
泰

芋

。
此
危
険
を
冤
を
.
爲
め
に
早
稻
を
作
れ
ば
牧
禁

省

く
・
.蚤

稻
晩
稻
茜

は

一

五

膳

其
産
秀

・贋

も
気
候
の
關
係
上
劣
等
で
あ
り
、
從
っ
て
其
繧

も
低
い
・
加
之
西
南
地
方
に
で

は
一
一

毛
作
も
汎
-
行
は
れ
、
養

業
に
超

し
芽

は
之
轟

立
芸

種
あ

副
業
も
盛
ん
に
行
は
れ
て
・膿

、薩

閥

….

就
中
塁

間

舞

働
・
利
用
し
曇

に
反
し
、
東
北
穿

箋

墓

季
問
翁

用
し
て
葵

を
得
意

こ
羨
.
困
難

で

あ
。
。
覆

の
養

芸

美

至

の
差
別
は
金
銭
覧

積
り
讐

童
姿

星

量

の
茉

幸
を
集

る
も



誘
.
で
あ
る
か
ら
、
人
口
稠
密

な
る
西
南
地
方

の
人
民
は
、
東
北
に
於
て
非
常
.の
遺
利
が
な
く
て
は
移
住
す
る
を
欲

τ

な
い
。
侮

ほ
人

口
稀
少
に
し
て
商
工
業
の
幼
稚
な
る
東
北
地
方
に
於

て
は
農
民
が
其
生
産
物
を
販
費
す
る
に
も

「需
用
.叩
を
饗

す
・
に
も
委

・
不
利
が
あ
・
。
更
藁

北
地
方
竺

謄

文
化

の
獲

が
低
い
か
ち
・
覚
在

民
が

碁

馨

勢

肚
交
的
生
活
の
利
響

学

…

も
少
な
い
。
師
ち
其
住
民
が
甦

釜

活
よ
り
受

く
る
無
形
の
分

配
が
少
な
い
。
此
無
形
の
分
配
な
る
も
の
も
人

の
生
活
に
取

っ
て
金
銭
に
見
積
り
難
き
大
な
.る
憤
直
を
有
す

る
こ

ε
は
多
言
を
要
し
な
い
。
左
れ
ば
人
口
稀
薄
叉
資
本
貧
弱
な
る
東
北
地
方
よ

り
、
動
も
す
れ
ば
其
人
口
&
資
本
ε

、が
藷

の
西
南
地
方
叉
は
特
別
に
遺
利
の
大
な
る
北
海
道
に
流
出
す

る
の
傾
向
が
あ
る
・
砦

の
事
情
よ
り
し
て

東
北

の
開
墾
を
進

め
る
こ
ε
は
決
し
て
容
易

の
業
で
な
い
。
特
に
其

一
般
の
脛
濟
及
文
化
の
状
態
を
今
日

の
儘

ε

し
て
急
激
に
土
地

の
開
墾

の
み
を
増
加
せ
ん
ε
す
れ
ば
、
互
大

の
費
用
を
投
ぜ
ね
ば

な
ら
ね
。
而
も
此

の
如

く
人

　
爲
的
挺

進
し
た
毘

新
開
地

の
農

の
生
活
は
頗
ぶ
る
困
難
で
あ
っ
て
、
憂
ふ
ぺ
農

村
肚
禽

警

惹
起
す

る

を

見

れ

な

い

ニ
　

　

　

　

ロ

げ

　

未
耕
地

の
開
墾
を
行

ふ
に
は
自
墾
自
辨
の
小
規
模

の
も

の
ε
、
目
下
計
書
中

の
甑
國
開
墾
會
肚

の
如
き
大
規
模

の
開
墾
墓

ゑ

。我
國
の
農
業
は
耕
地
所
有
灌
の
集
散
の
如
何
を
.問
箏

疲

に
小
規
模
の
響

を
適
讐

し
・

大
農
を
行
ふ
ご
墓

困
難
で
あ
る
か
ら
開
墾
も
.概
ね
小
,規
模
の
暴

自
辨
を
適
讐

す
る
・
大
規
馨

開
墾
を
行

…
ふ
も
之
新

作
す
る
爲
髭

は
、
墨

磨

開
墾
地
を
覆

す
金

は
大
地
圭
が
之
を
所
有
し
て
小
作
農
隻

を

墳

渡
す
界

は
な
い
。
帝
国
開
墾
會
肚
は
其
開
墾
地
を
自
か
ら
所
有
芋

之
を
自
作
警

護

す
か
・
又
は
所
在

華

膿

食
欝

讐

羅

第
八
巻

第̂
五
讐

。
五
=

八九
】
.

'



時
事
問
題

食
料
増
産
ピ
開
墾

第
八
巻

(第
五
號

一
〇
六
)

六
九
二

あ

町
村
に
之
を
賞
渡
す
ご
ヒ
を
目
的
ご
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
之
を
譲
受
け
起
る
町
村
も
更

に
之
を
自
作
農
に
轄

.

賛
す
る
か
、
叉
は
之
を
小
作
農
に
貸
渡
す
こ
ご
を
要
す
る
は
勿
論
て
あ

る
。
此
會
肚
は
重
に
東
北
地
方

に
於
け
る

…
廣
大
の
未
耕
地
を
開
墾
せ
ん
と
す
る
も

の
て
あ
る
か
、
東
北
に
自
作
農
を
侶
擁
す
る
こ
ご
は
既

に
述

へ
た
蛋
か
如

～き
事
情
に
由

り
頗

ふ
る
困
難
て
あ
る
。
特
に
此
新
開
地
に
於
て

一
家

の
生
計
を
支

ふ
る
に
足
る
二
二
町
歩
以
.上

の

西

畑
を
買
入
る
玉
資
力
の
あ
農

民
は
容
易
に
其
郷
土
を
去
っ
て
新
開
地
に
移
ら
な
い
、
故
旨

作
農
箕

開
墾

一

地

を
震

・
ん
手

れ
は
土
地
代
書

主
な
・
部
分
に
位
譲

悪

行
ふ
・
墓

必
饗

す
・
。
此
金
融
は
盟

會
肚
か
新
た
に
之
を
行
ふ
よ
り
も
、在
来

の
不
動
産
銀
行
に
俵
照
す
る
こ
と
を
利
益
こ
す
る
て
あ
ら
う
が
、
併
し
開

…
墾
地

の
代
償
を
頗

ふ
る
低
廉
に
す
る
に
あ
ら
さ
れ
は
、
信
用
に
依
頼
し
て
之
を
買
入
れ
た
る
自
作
農
の
年
賦
償
還

は
甚

π
困
難

て
あ
る
。
然

る
に
新
開
地
の
前
途
は
既
耕
地
ご
異
り
て
頗
ふ
る
不
安
定
て
あ
り
、
又
之
を
買
入
れ
な
る

　農
民

の
少
な
か
ら
さ
る
部
分
は
他
地
方
よ
り
の
移
住
着
て
あ
っ
て
其
信
用

の
程
度
も
不
明
て
あ
り
、
特
に
其
地
方

に
生
れ
だ
る
者
の
如
く
人
な
る
地
方
的
執
着
力
や
融
和
同
化
性
を
看
た
ぬ
着
て
あ
る
か
ら
、
不
動
産
銀
行
か
之
に

封
し

て
融
通
す
る
場
合
に
は
特

に
其
條
件
を
嚴
重
に
せ
ね
は
不
安

一6
て
あ
る
。
然
る
に
此

の
如
く
融
通

の
修
得
を

一
嚴
重
に
す
れ
は
新
開
地
に
自
作
農
を
作

る
こ
ε
か
困
難
て
あ
る
。
若
し
帝
國
開
墾
曾
肚
に
し
て
豫
定
の
如
く
十
五

…

蕎

・
二
+
五
誇

珍
芸

ふ
か
如
惑

速
の
羅

を
行
ふ
て
速
か
に
之
を
野

せ
ん
乎

れ
は
・
其
墨

地
の

…
人
な

る
部
分
を
所
在
町
村
に
譲
渡
し
、
町
村
は
叉
其
主

尽
る
部
分
を
小
作
農
に
貸
渡
す
こ
ε
、
な
る
て
あ
ら
う
か
、

一
此
場
合
に
町
村
は
小
作
人

の
取
扱
上
非
常
の
困
難

に
陥
る
の
危
険
か
あ
る
。

…
是

に
由
て
見
れ
ば
大
規
模

の
開
墾
を
東
北
地
方

に
.行
は
ん
ご
す
れ
は
多
数

の
小
作
農
業
を
作
る
の
外
は
な
い
。

、



.

小
童

。
復

す
る
こ
・
は
自
作
農
の
如
-
・
困
難
・
・
寒

は
云
・
』

地
楚

五
衰

百
家
の
小
作
罠

を

…
集
め
て
新
謬

を
嚢

・
・
こ
・
は
、
彼
・
工
場
・
肇

レ
・
姦

・
蕩

蓼

集
め
る
か
如
く
に
璽

な
も

の

.

て
は
。
。
。土
地
宗

作
倦

貸
渡
・
て
地
代
・
終

す
る
こ
譲

重
大
な
る
信
叢

引
を
行
ふ
も
の
て
あ
っ
て
、

㎜
累
童

繋

撞

属
す
る
者
・
問
・
は
、差

引
か
割
合
・
圓
奨

金

後

れ
得
る
か
・諸
方
要

り
翼

に
小

店

。
招
く
場
合
蓋

、饗

・
小
作
農
青

る
こ
墓

薙

困
難
て
あ

・
・
叉
此
新
羅

に
来
集

ゑ

農

一
は
新
村
肇

建
設
・
る
圭
会

ご
・
・
の
て
あ

・
砂

、
白
蘭

休
・
作
る
に
適
當
の
性
肇

享

著

て
な

く

億
鑓
・藝

響
離
離

騰
遡
輪舞
羅
羅

擁
鑪

盤
難
鰭
　鞍
　　　　難

難
　

「
な
協
は
、
内
地
の
開
墾

促
進
・
・
よ
一

鍵

舞

・
嚢

・
改
頁
葺

耕
地
・
振
張
　

以
て
票

に
裏

一
己
司

る
こ
ご
墨

。
れ
。
。
.
詣

墾
補
助
制
度

旨

的
か
書

・
・
自
作
磐

作

る
こ
」薦

在
り
享

れ
は
・既

舞

.
碧

か
和
臭

整

了
・
、
難
治
・
霧

・
作
品

芋

議

・
大

て
　

・
加
之
人
爲
的
に
劣
篭

の

.

遡

を
促
進
し
て
其
耕
作
に
徒
事
す
る
農
民
・
生
纏

星

・
き

き
・
・
此
開
墾
補
助
の
根
底
に
諮

る
所
の

自
給
自
足
轟

よ
り
し
て
、
更
濃

霧

葵

磐

増
孕

歪

至
・
こ
芸

必
・
・
勢
・
警

か
・
比
興

視

時
講

題

轟

謹

.、羅

一

策
翁

第̂
五
肇

。
七
)

六
九
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時
事
問
題

食
醤

奮

開
墾

・

・

笑

春

窮

五
號

一
〇
八
)

六
九
四

増
加
量

に
都
舞

働
者
の
生
活
讐

云
へ
る
肚
會
問
題
を
筆

る
原
因
蒙

る
。
此
事
た
豆

殻
の
開
墾
補
助

制
度
に
付
て
も
主
張
し
得

る
所

で
あ
る
が
、
特
に
経
済
上
砒
會
上
重
大
の
不
利
あ
る
東
北
地
方
に
於
て
急
速
に
大

…
規
模

の
開
墾
を
行
は
ん
オ
す

れ
は
、
凋
り
国
庫
か
不
相
當
に
人
な
る
繧
費
を
負
櫓
す
る

の
必
要
あ
る

の
み

な
ら

.

す
、
共
開
墾
地
量

大
な
農

村
霧

問
題
を
争

る
こ
墓

免
れ
な
い
。
暑

東
北
地
方
の
癖

地
の
中
に

も

一
特
に
有
望

の
土
地
か
痩
存

し
て
居

る
場
合
も
あ
る
て
あ
ら
う
が
、
此

の
如
き
土
地
に
謝
し
て
は
宜
し

く
地
方
狂
歌

.

上
よ
り
道
路
を
開
設
レ
叉
は
諜

の
施
設
を
爲
し
て
、
自
然
に
開
墾
者

の
現
は
れ
來
る
を
待

つ
こ
ε
を
得
策

手

…
る
。
國
庫
補
助

に
出

て
大
規
模

の
開
墾
會
肚
を
設
立
し
、
不
自
然

に
急
速

の
開
墾
を
東
北
に
行
は
ん

と
す
る
こ
ε

…
は
甚
だ
危
険
て
あ
る

一
目
下
議
會

の
問
題

ご
な
れ
る
開
墾
助
成
法
は
五
町
歩
以
上

の
開
墾
者
に
射
し
て
開
墾
成
功
後
四
年

ま
て
六
歩

の
.

開
墾
費
補
給
を
爲
し
、之

に
出

て
十
五
年
間

に
二
十
五
萬
町
歩

の
田
畑
を
作

る
見
込
て
あ

っ
て
』

反
歩
に
封
ず

る

一
補
助
は
十
八
九
圓

の
見
積
り
て
あ
る
。
然
る
に
資
本
金
三
千
萬
圓

の
帝
國
開
墾
倉
肚

に
封
し
て
は
、
損
失
を
壌
補
レ

」た
土
に
八
歩
の
配
當
補
給
を
行

ひ
、
之
に
出

て
十
五
年
間
に
更
に
二
十
五
萬
町
歩

の
開
墾
を
行
は
ん
ε
ず
る
の
で

…
あ

る
。
政
府
の
見
込
に
由
れ
ば
簾

此
會
腱

交
付
す
る
補
助
金
集

百
蔚

を
以
重

り
・
從

つ
三

反
碧

南

墾
に
掌

る
補
助

り
割
合

か
僅

・
三
図
以
内

に
止
ま
る
芸

ふ
の
.で
あ
・
が
・
此
見
込
経

り
藁

魏
に
過
ぎ

る
こ
凝

既
に
述

へ
し
所
に
由
て
明
か
て
あ

る
。
此
會
肚
績

失

の
籍

毒

た
る
上
に
八
歩

の
配
當
を
保
護
せ
.

　
ら
れ
る
故
、
假
令

へ
政
府
の
監
督

の
下
に
行
動
す
薯

は
云

へ
、
自
然
に
不
利
益
な

る
開
警

も
行

ひ
・
少
↑
ε

…
も
堤

を
厭
は
す
し
て
豫
定

2

,下

五
萬
町
歩

の
開
墾
を
行
は
ん
手

る
の
傾
を
有
し
・
萬
能
力
を
有
芸

る
政
.



府

の
讐

。
之
。
防
止
す
る
こ
・
は
国
警

・
・
.
歌
境

會
肚
鋲

・
謡

助
禦

實
際

に
六
墓

園
の
小
額

麟
嚢

雑

嚢

餐

謀撫
鵬
鍛

籔

簾
鋸

杣鵠摺

　打
算
し
て
開
墾
を
進
め
一る
こ
と
・
な
霰

、
審

上
馨

・
彙

星

・
・
の
濃

・
少
く
な
い
・
只
髭

助
成

…
法
に
由

り
法

年
間
に
於
て
自
然
の
開
墾
鑑

・
麓

新
・
・
二
+
五
瀞

歩
の
開
墾
篤

し
得
る
や
勇

疑
問

詰

る
.
此
助
成
法
に
由
る
膿

の
支
出
見
込
藏

五
千
箇

誓

窪

・
…

砦

額
覇

雛
藩

終

業

…
の
豊

鍵

。
掌

　

は
、
藩

馨

彙

跨

地
開
墾
助
成

・
芒

て
遙
か
に
穿

る
も
雪

な
る
で
あ
ら

　
ム
ノ

コ

一

三

,
.

「

・
.

'
.

「
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.
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～撫
　　灘

　慰撫
　　繕

総
轄

　舞

鱗

難

撫舗諜

薦

驚
難

辱

鞍
虹魏
雛
欝
欝

騨鍵

鷲
講

修
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…
時
蕎

題

食
.料馨

・、開
墾

笑

巻

(第
五
號

=

。
=

ハ九
六

…
開
罪

を
之
。
繋

れ
は
牧
支
相
償
ひ
警

土
碧

補
助
笛

・
人
欝

・
耕
界
内
案

れ
・
こ
ξ

・
・
を
渾

例

手

。
。政
府
か
開
墾
簸

蕎

補
助
を
與
へ
て
之
を
奨
學

窪

き
は
、世
人
は
將
來
の
濃
霧

萢

磐

騰

貴

及
耕
界
の
低
下
を
離

し
て
動
も
す
れ
ば
耕
界
以
下
の
劣
悪
地
毛

も
開
響

ん
手

る
・
糖

帝
國
開
馨

鷹

掌

。
補
助
の
如
き
窪

を
探
箸

濃

、
遙
か
に
耕
界
以
下
に
位
宏

劣
悪
地
を
開
墾
す
る
の
危
険
か
多

い
。
.諜

の
圭
麗

霧

π
る
米
の
贋
集

皐

月
に
亘
っ
て
見
れ
ば
蕩

償
に
芒

て
讐

の
傾
向
を
有
す
る

…

奮

、之
捧

ふ
て
耕
界
羨

箆

低
下
す
・
の
傾
向
あ
皇

・葦

、
一
面
に
工
業
遠

歩
捷

か
さ
れ
て
農
華

.

働

の
歪

農

貴
墓

次
第
讐

・
姦

・
傾
向
か
強
・
か
ら
、
盆

蒼

の
騰
貴
・
正
比
例
し
て
耕
界

か
低
下

テ

る
芸

ふ
を
得
な
い
。
蓄

誉

倉

の
未
耕
地

の
内
に
績

界
望

の
優
一艮
地
か
存
存
し
・
糖

暑

林
野

あ
中
髭

の
如
き
開
響

望
の
土
地
か
存
在
す
る
こ
蕃

主
張
す
・
が
、
.若
し
砦

如
き
饗

あ
り
手

れ
は
・

須

ら
-
官
有
地
の
彿
下
を
誓

、
天
真
土
地
鋳

・
・
交
通
水
利
・
終

を
寧

こ
蕃

要
す
る
が
・
其
れ
以
上

一
に
個
々
の
開
墾
を
補
助
す
る
こ
ご
は
適
當

て
な
い

一

露

・
㌍

茸

早

る
旨

か
邊
建

・
享

れ
・
・
羅

莇

・
害

盟

の
昆

の
蓬

を
二
倍
し
三
倍

薯

か
如
き
は
甚
だ
危
険
て
あ
る
。
新
開
地
の
農
民
の
叢

か
国
幣

陥
れ
量

に
国
家
の
保
護
を
　剛
求
す
る
て

葱

塞

、
羅

を
灘

・
砦

國
家
・
折
角
羅

せ
ら
れ
基

地
か
再
ひ
羅

…臨

葛

…

を
防
く
馨

に

一
其
漿

・
辱

　

を
得
・
る
窒

・
・
危
険
か
あ
・
・言

条

禦

篤

し
て
居
る
か
・後
日
再
ひ
沓

の
暴
.

…
落
か
馨

し
三

般
農
民
を
困
難
に
陥
・
あ

時
期
か
來
・
こ
譲

殆
ん
疑

を
容
れ
な
い
・
此
の
如

く
喬

暴

.

肇

綴
攣

・
場
合
に
磐

困
難

陥
暑

は
、
辛
ふ
し
て
雑
芥
に
位
し
秀

真
以
下
に
奮

か
如

き
新
羅

の

.

■
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華

墨

食
料
擁

、、墾

第
八
巻

・第
五
號

二

三

六
突

瀬
羅
腰
鰐
籔
難
語簾
舞
鑓
難
欝
欝

譲
.

　鵜

嬰
霧

讐

難

題雛
馨
難

魏
鑓

鰻

塘罐

翻
難

語
鋒

養
鯉
融無

難

難

蕪

揺蕩

裂
織
織
難
灘

一
一

廃

こ
。
縛

。
諭
し
爺

毛

あ
る
。
故
・
蓋

摩

奮

然
・
・
羅

を
翻

す
る
の
み
な
ら
実

}
方

に

　
一は
暗
碧

必
要
。
迫
ら
れ
て
行
は

る
、
所

・
自
欝

・
開
墾
婆

固
螢

し
む
る
の
作
用
を
有
す

る

難

縫
灘

　　雛
蕪

灘
　

.

■



～の
永
,
。
及
。
慧

は
、
公
馨

馨

し
逼

れ
・
経

蜀

・
・
保
磐

・
て
は
過
奈

公
雫
な
り
美

き

毒

捻

蕪

懸

難
戦籠

難

繕

離

離

搬媚紹
.

　つ
た
弩

は
、
世
人
昊

に
之
姦

逸
し
た
恋

知
・
・
.
併
・
上
・
述

…

如
く
誤
れ
る
食
糧
塁

審

よ

濃

耀
難
牡鶯

魏

筋歓儲
鬱

勃
鐸
惣
輪
編

腿雛

墜

整

翳

め
餐

篠

入
税
引
上
の
運
動
星

・
、
・
・
氣

國
・
食
饅

磐

誤
れ
る
方
向
錘

進
ず
る

一
の
危
険
か
茜
突

て
あ
る
。
故
に
開
墾
震

に
掌

・
魏

・
大
小
喬

は
・
此
計
曹

不
嘗
て
あ
る
・
若
し
特

.

志
の
富
醤

。
て
国
民
の
横

間
震

決
・
蓼

露

腰

・
甥

蔓

…

て
大
撰

策

北
地
方
の
開
墾

…

雑

嚢
糠

鰐

離

縁
搬
欝
響

其
資
金
を
朝
鮮
籔
淘
の農
業
の改
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